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7 月 23 日（ 月 ）開 催 の 大 学協 議 会 で 提案 し た「教 育 に 関 す る 施策 提 案 」に対 し て 各 学部 等 か

ら 意 見 が 提 示 され た ． そ れら 意 見 を 踏ま え て 教育 開 発 機 構 に て再 検 討 し ，回 答 と 再 提案 と し て

11 月 19 日（ 月 ）開 催 の 大 学協 議 会 に 提案 し た ．提 案 は 基 本 的 方針 と し て 了承 さ れ た こと か ら ，

あ ら た め て 内 容を 整 理 し て「教 育 施 策 に関 す る基 本 方 針 2020」(11 月 27 日付 )と し て 提示 し た．

了 承 さ れ た 内 容の 多 く は ，習 う 学 習 から 修 め る学 修 へ の 転 換 ，そ の た め の学 修 成 果 の可 視 化 に

関 わ る 方 針 で ある ． 本 稿 では ， 基 本 方針 の 概 要を 改 め て 整 理 する と 共 に ，学 習 教 育 シス テ ム の

可 視 化 と 学 修 成果 の 可 視 化の 推 進 に 関す る 小 職の 考 え を 述 べ るこ と と す る．  

 「 教 育 施 策 に関 す る 基 本方 針 2020」 (11 月 27 日 付 )概 要 版  

(1)全 体  

a.  ク オ ー タ ー 制 の推 進  

  原 則 と し て す べて の 科 目 をク オ ー タ ー開 講 と する ．  

  履 修 指 導 及 び 履修 登 録 を 学期 開 始 前 に行 う こ とと す る ．  

  全 科 目 に つ い て紹 介 ・ ガ イダ ン ス 内 容を 中 心 とし て 動 画 を 収 録し ， 配 信 ・開 示 す る ．  

  月 曜 と 木 曜 ， 火曜 と 金 曜 など ， 追 開 講の 曜 日 時間 の 統 一 を 図 る．  

  水 曜 日 午 前 は 週 1 回 開 講 の科 目 や セ メス タ ー 科目 を 開 講 す る ．  

  5 及 び 6 時 限 につ い て は ，学 生 の 自 由な 意 思 によ り 選 択 で き る科 目 の み を開 講 す る ．  

  教 室 の 余 裕 の 範囲 で 並 行 授業 を 積 極 的に 採 用 する と 共 に ， 科 目の ス リ ム 化を 推 進 す る．  

b.  講 義 と 演 習 の 適切 な 配 置  

  講 義 演 習 の 3 単位 科 目 を 推進 し ， 積 極的 に 導 入を 図 る ．  

  学 修 効 果 を 最 大化 す る た めの 適 切 な 授業 パ タ ーン を 採 用 す る ．  

c.  科 目 の ス リ ム 化  

  専 門 基 礎 科 目 の卒 業 要 件 単位 数 は 30 単 位 以 上と す る ．開 講 単 位数 は ，選 択の 余 裕 を 2 倍 以

下 に す る ．  

  専 門 科 目 の 卒 業要 件 単 位 数は 60 単 位以 下 と する ．開 講 単 位 数 は，選 択 の 余裕 を 概 ね 1.2 倍

～ 1.3 倍 以 下 にす る ．  

d.  科 目 配 当  

  専 門 科 目 と 共 通的 科 目 の 比率 を 年 次 進行 に 従 って 逆 転 さ せ る 配当 を 基 本 とす る ．  

  専 門 教 員 が 関 わる 科 目 を 1 年 次 か ら 適切 に 4 年次 ま で 配 当 す る．  

  知 識 の 積 み 上 げ を 求 め な い 科 目 や 講 義 中 心 で 授 業 中 の 演 習 を 不 要 と す る 科 目 等 に つ い て は ，

積 極 的 に 4 年 次へ 移 行 す る．  

e.  成 績 評 価  

  卒 業 要 件 ， 進 級 条 件 や 卒 業 研 究 着 手 条 件 を 満 た す の に 必 須 な 科 目 に つ い て ， 追 試 験 制 度 を

導 入 す る ．  

  卒 業 研 究 の 成 績 を 不 可 と 判 定 を す る 可 能 性 が あ る 場 合 に は ， 複 数 教 員 に よ る 審 査 を 経 る こ

と と す る ．   

f.  CAP 制  

  セ メ ス タ ー ご との 上 限 履 修単 位 数 を 20 単 位 とす る ．前 学 期 の f-GPA に よ り上 限 履 修 単位 数
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を 24 単 位 に 緩和 す る ． クオ ー タ ー ごと の 上 限履 修 単 位 数 は 設定 し な い ．  

  海 外 研 修 等 に お い て 取 得 し た 単 位 ， 教 職 課 程 の 卒 業 要 件 に 含 ま れ な い 単 位 は ， 履 修 上 限 単

位 か ら 除 外 す る．  

  他 大 学 等 で 取 得し た 単 位 につ い て は ，単 位 の 認定 の み 行 い ， GPA に 算 入 しな い ．  

g.  最 少 履 修 者 数  

  3 年 間 に わ た っ て 履 修 者 数 が 一 定 数 を 超 え な い 場 合 に は ， 原 則 と し て そ の 次 の 年 度 に 科 目

を 廃 止 す る ．  

h.  授 業 内 容 の 開 示な ど  

  教 育 ・ 学 習 内 容 の 担 当 教 員 ・ 履 修 学 生 以 外 の 教 職 員 ・ 学 生 へ の 開 示 と ， 本 学 の 優 れ た 教 育

内 容 の 社 会 へ の発 信 ， な らび に こ れ らの ア ー カイ ブ 化 を 推 進 する ．  

  科 目 の 内 容 を 端的 に 紹 介 する 動 画 を 原則 全 科 目に つ い て 開 示 する ．  

  講 義 収 録 シ ス テ ム を 導 入 し て ， 全 科 目 に つ い て ， そ の 講 義 内 容 を 収 録 ・ 開 示 す る こ と を 目

指 す ．  

i.  シ ラ バ ス の 改 善  

  シ ラ バ ス 記 載 の 情 報 の み に よ り ， 学 修 方 法 や そ の 成 果 を 理 解 で き る よ う に シ ラ バ ス を 改 善

す る ．  

  授 業 ご と の 学 修コ ン テ ン ツを 開 示 す る．  

(2) 初 年 次 教 育か ら 始 め る PBL 科 目  

  １ 年 次 に ，「 東 京都 市 大 学 型  導 入 教 育“心 に 学 びの 灯 を 点 け る ”プロ グ ラ ム 」 を 実 施 す る．  

  ウ ォ ー ミ ン グ アッ プ セ ミ ナー Ⅰ ・ Ⅱ ・Ⅲ プ ロ グラ ム を 開 発 し ，実 施 す る ．  

  フ レ ッ シ ャ ー ズキ ャ ン プ では 現 行 プ ログ ラ ム ＋一 部 自 校 教 育 に関 す る 共 通 WS を 導 入 す る． 

  1 年 次 の 新 規 科目 SD PBL(1)では ， PBL 基礎 力 訓練 プ ロ グ ラ ム とし て デ ザ イン し 実 施 する ． 

  2 年 次 に 新 規 科目 SD PBL(2)， 3 年 次 に新 規 科目 SD PBL(3)を 設置 し ， 都 市大 が 修 得 目標 に

掲 げ る コ ン ピ テ ン シ ー を 各 学 科 の 専 門 性 を 活 か し な が ら 段 階 的 に 養 成 す る カ リ キ ュ ラ ム

を 設 計 し 実 施 する ．  

(3) 教 養 科 目  

  課 題 探 求 型 の アク テ ィ ブ ラー ニ ン グ (AL)を 全 教養 科 目 に 導 入 する ．  

(4) 語 学 科 目  

  す べ て の 学 生 の 実 際 に 語 学 を 使 う 能 力 の 向 上 を 目 的 と し た 実 用 英 語 (サ バ イ バ ル イ ン グ リ

ッ シ ュ )を 受 講で き る よ うな 状 況 を 整え る ．  

(5) 体 育 科 目  

  週 1 回 開 講 の クオ ー タ ー 科目 を 全 ク オー タ ー で開 講 し ， そ の 中か ら 2 科 目を 選 択 必 修さ せ

る ．  

  行 動 戦 略 に 関 する 学 生 同 士の 議 論 を 交え た ア クテ ィ ブ ラ ー ニ ング を 導 入 する ．  

(6) 事 例 研 究 と卒 業 研 究  

  「 卒 業 研 究 」 の ル ー ブ リ ッ ク の 検 討 ， 成 果 指 標 の 精 査 を 行 っ て よ り 具 体 的 な 施 策 を 提 案 す

る ．  

  卒 業 研 究 と 事 例研 究 を セ メス タ ー 科 目と す る ．  

  高 学 年 で TUCP な ど の 海 外プ ロ グ ラ ムに 参 加 する 場 合 に は ，遠 隔指 導 の 実 施や 滞 在 先 での 学

修 成 果 の 積 極 的 評 価 に よ り ， 卒 業 研 究 の 履 修 が 海 外 プ ロ グ ラ ム 参 加 の 障 害 と な ら な い よ う

に 配 慮 す る ．  

 

本 学 で は ， 2017 年 度 よ り 大学 教 育 再 生加 速 プ ログ ラ ム が 進 行 中で あ り ，この な か で は ，学 生

の 多 様 な 学 修 の成 果 を 可 視化 す る 取 り組 み を 行っ て い る ． す なわ ち ，「 リ テラ シ ー 基 礎力 」「 コ
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ン ピ テ ン シ ー 基礎 力 」「 語学 力 」「 基 礎学 修 力 」「 専 門 学 修 力 」「 専 門 実 践力 」 と い う 5 つ の 力に

学 修 成 果 を 集 約し て レ ー ダー チ ャ ー トで 示 し ，そ れ を 学 年 進 行に と も な って 変 化 す る定 量 情 報

と し ， ま た ， 様々 な 課 外 活動 等 の 成 果を 定 性 情報 と し て 集 積 して 学 生 に 提供 さ れ る のが プ レ デ

ィ プ ロ マ サ プ リメ ン ト ・ ディ プ ロ マ サプ リ メ ント で あ る ． そ して ， こ れ らを 全 体 的 にマ ネ ジ メ

ン ト す る シ ス テム が TCU-FORCE(TCU-FOR Career Enrollment)であ る ．  

一 方 ， こ の よ うな 可 視 化 のた め の 仕 組み は ， 適切 な 学 習 教 育 シス テ ム が あっ て は じ めて ， 有

効 に 機 能 す る ．上 記 の 教 育施 策 は ， 可視 化 の 取り 組 み が 成 果 を上 げ る た めに 必 須 の 教育 改 革 で

あ る ．図 -1 に 示 す よう に ， クオ ー タ ー 制， 科 目数 の ス リ ム 化 ， CAP 制 の 厳格 化 ， 講義 演 習 形 式

の 授 業 の 推 進 が， 厳 選 さ れた 科 目 の 主体 的 な 学修 を 可 能 と し ，そ の 結 果 とし て 学 修 成果 を 向 上

さ せ る こ と に つな が る ． 例え ば ， CAP 制 に お ける 上 限 履 修 単 位数 が 少 な くな る と ， 学生 の 学 修

態 度 が 変 わ ら ず， 教 員 の 教授 ス タ イ ルに 変 化 がな け れ ば ， 結 果と し て 留 年す る 学 生 が急 増 す る

と い う 懸 念 は もっ と も で ある ．し かし ，教 育

改 革 と は ，学生 の 学 修 態度 の 変 化，教 員 の 教

授 の あ り 方 の 変 革 を 目 指 す も の で あ る ． そ

の よ う な 変 化 を 前 提 と し な い 考 え は 捨 て 去

る べ き で あ る ．  

学 修 成 果 の 可 視 化 を 推 進 す る う え で ， 学

習 教 育 プ ロ セ ス の 可 視 化 も ま た 重 要 で あ

る ．図 -2 に 示 すよ う に， 完 全 シラ バ ス 及 び

コ ン テ ン ツ の 開 示 と ク ラ ス 公 開 は ， 担 当 す

る 教 員 と 履 修 す る 学 生 と の 閉 じ た 空 間 で あ

る 教 室 を ， 他 の 学 生 や 教 職 員 に オ ー プ ン に

す る 施 策 で あ る．  

成 績 評 価 結 果 お よ び 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト

結 果 の 開 示 と 点検 は ，実施 さ れ た 授業・成 績

評 価 を 評 価 す る も の で あ る ． 成 績 評 価 は 教

員 の 役 割 で は あ る が ， そ の 結 果 の 説 明 責 任

も ま た 教 員 が 有 す る ． 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト

は 履 修 学 生 に よ り 実 施 さ れ て い る こ と か

ら ， こ の 結 果 を ど の よ う に 扱 う べ き か を 決

め る の は 履 修 学 生 で あ っ て 担 当 教 員 で は な

い ．  

図 -3 に 今回 の 教 育 改革 で 第 一 に実 施 し た

全 学 教 育 目 標 ， 全 学 デ ィ プ ロ マ ポ リ シ ー 策

定 の 意 味 と ，教 育 改 革 施策 項 目 を 示す ．こ れ

ら の 改 革 を 実 現 す こ と に よ り ， 本 学 の 教 育

が こ れ ま で 以 上 に 社 会 か ら 評 価 さ れ ， 有 意

な 人 材 を 世 に 送 り だ す 大 学 と し て 認 知 さ れ

て ゆ く こ と を 願っ て い る．し か し，そ れ を 阻

む 要 因 は 多 い．図 -3 中 に 示し た よ う に，「 教

員 中 心 の 学 習 教 育 シ ス テ ム へ の 信 奉 と 施 策

無 力 化 へ の 動 き」，「 主 体性・自 律性 が 欠 如 し

た 学 生 の 意 識 」，「 推 進 す る 教 職 員 の ア リ バ

イ 作 り を 目 的 化 す る 意 識 」 な ど を ど の よ う

に 乗 り 越 え て ゆ く か が 問 わ れ て い る と 思

う ．  

 
図 -1 主 体 的 な学 修 を 促 す四 つ の 施 策  

 

図 -2 学 習 教 育プ ロ セ ス の可 視 化  

 
図 -3 教 育 改 革施 策 と 改 革の 阻 害 要 因  


